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B −27　 左扁 桃体海馬切 除術例の 記 憶障害 一

　　　　 material −specMc な症例

B −28　 書字に よ っ て発作が誘発 されるてんかん

　　　　 の 1症例
一

発作時脳磁図解析を中心に
一

’

岡 山 大 学医学 部付属病院 小 児神経科、
2
岡山大学医学部付属病院中央検査部、

：

東京警察病院脳神経外科

北 海道 大 学医学部精神科神綫科

田中尚朗 、 中村文裕 、 武田 洋司、出店正 隆 、

榊 原 　聡

荻野竜也
1
、大塚頌子

”

、畑　寛信
1
、岡　鋏次

1
、

井戸 由美 子
1、渡 辺 英 寿

s、真柳 佳 H”　
i，

2歳時 に重積症を含む4回 の 有熱時痙攣があ っ た 。 6歳 か

ら腹部不快感で 始 ま り、凵 部、上 肢の 自動症 を伴 う数

卜秒 間 の 複雑部分発作 を繰 り返 した 。 18歳頃 か ら学業、

聴い た 内容 、 日々 の エ ピ ソ
ー

ドを忘れやす くなっ た 。

脳波で はF7、　F8 か ら棘波が 出現 し、発作時に は左 半球

に4〜7c〆s θ律動が 出現 した。頭部MRI で 左海馬の 萎縮

及 び 及 び T2Wl で の 信 号 上 昇 が 認 め られ た。発 作 時

SPECT で は左側頭葉 の 高灌流が認め られ た。19歳10ヶ

月に 選択的左扁桃体海馬 切 除術 を施行 し発作 は抑制 さ

れた。術前 の Ainytal　testで 言語優位半球 は左側。術後、

右上 1／4半盲 が 出 現 した。ま た、人 か ら聴 い た こ とや 人

の 名前を術前以 ヒに 忘 れ や す くな っ た 。 術前2年間 の エ

ピソ
ードも思 い 出せ な い こ とが 多い が、こ れ は 術前 と

同程度で あ っ た。軽い 喚語困 難以 外に は失語症状 や 失

行は 認め られ な か っ た。

［心理 検査］

W ．AIS−R　（術前／術後1ヶ 月半） ：FIQ　gl／95．　WQ 　83f’76，

PIQ　l〔S／124

KWCST 　（術前／術後1ヶ 月判　：CA 　（第
一
段 wr　5，’5）

PEM 　（0／0），PEN 　（0／0），DMS 　〔O〆2）

Benton視覚記銘力検査　（術前／術後1ヶ 1亅半） ：「「確数

10／8、 誤謬数 0／2

三 宅式記銘力検査　（術前／術後1ヶ 月半） ；晴関 係｝第ユ

回 10／3、第2回 一〆7、第3回 一！10、1無関係｝第1回 6／O、第2

回 10／4、第3回 一／4

WMSR 　（術前／術後2ヶ 月） ：
一
般的記憶 ！l4／89、視覚

↑生言己憶 60．f59．、　≡謡昔［生記
’
憶 54〆31、注 意 87／82、遅 延 冉：

生 72／59 （論理 的記憶 の 低下 が大きい ）

［まとめ］

選択的左扁桃体海馬切除術後 に言語性記憶 が 限 定 して

障害 さ れ た一側 頭葉 切 除術 に 関す る最近 の 報告で は、

必 ず し もmaterial−specficな詑憶障害は生 じない とされ て

い る 。しか し、両 側 海 馬の 記憶 に 関す る機能 分担 に は

個 人差が ある もの と思われ る。

【は じめ に】て ん か ん症候群の 分類 の 中で、特異 な発作

誘発様態 を持 つ て ん か ん は、全 般 て ん か ん に も局在関

連性 て ん か ん に も見 られ る と され る。今回、わ れ わ れ

は書字行為が発作を誘発す る て ん かん を経験 し、発作

時の 脳 磁図検査を施行する こ とが で きた の で報告 す る。

【症例】28歳女性、右手利き。母方の い と こ がて ん か ん

で あ るが、詳 細 は不明。特 記 す べ き既 往 歴 な し。16才

頃 よ り、字を書い てい る と、急 に 見て い る視野が ぶ れ

て 字が 書けな くな る こ とが あ っ た 。 ユ8オ
』
時、徹夜 した

翌朝に 書き物をして い た際、右手がけい れん して 挙上

した 後 に 意識消失 し、全 般性強直間代発作 に 至 っ た．

19才時 に も同 様の 発作が 出現 し、抗 て ん か ん 薬の 投与

が 開始され た 。 21才以 後は 全 般性強直間代発作 は消失

した が、勤務中に 書字 して い る と右手を挙上 す る発作

が頻発 した た め、精査 入院 とな っ た 。 発作問欠期脳波

は、光刺激時 を含め て 明 らか な て ん か ん性突発波 は認

め られ なか っ た 。 書字行為に よ っ て 誘発 された 発作時

脳波で は、両側 の EQP を中心 に、左 側優位の 4〜5Hz

前後 の 棘 徐波 が
一

過 性 に 出現 す る の に引 き続 き、右 于

を 中心 とす る前腕 の ミオ ク ロ ー
ヌ ス 様の 運 動発作が 出

現 した。MRI ・SPECT 　 C1231−IMP ） に特別 な所見は 見

られ なか ・
丿 た。Neuromag社製全頭型204チ ャ ン ネル 脳

磁図 シ ス テ ム を用 い て脳 磁図 測 定を 施行 した。安静時

に 明 らか な突発波 は 認 め られ なか っ た が 、右手書字、

左手 書字、書 字 行為 を想起 す る こ との い ず れ にお い て

も同様の 発作お よ び発作波が記録された 。 脳磁図上の

発 作波 は、左側 頭 ・中 心 部や や 優位 な が ら両側 広 範囲

に 出現 した 。ダ イ ポール 計算を行 っ た と こ ろ、GOF は

い ずれ も低値で あ り、

一
定の 局在性 は認 め られ なか っ

た 。 【結語】本症例は 局在関 連性 て ん か ん とす る根拠 に

乏 し く、全般 てん か ん と考 える の が妥当と思 わ れ た 。
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